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1 はじめに
FD･TD (差分時間領域)法を用いて-イパーサーミア
用直方体共振器の固有モー ド解析を行った.これまでは,
被加温体である均質ファントムに対して,リエントラント
型【1】および直方体共振器内部に単独の励振点を仮定して
きた.ここでは,直方体共振器内部に励振点を2点設定し
た場合に有効な結果が得られた【21ので報告する.
2 解析方法および解析モデル
図 1に示すような立体共振器を仮定してFD･TD法によ
り固有モー ド解析を行った.フアントムの寸法を Ⅹ方向
1200mm,Y方向 250mm,Z方向 300mm,比誘電率は
72,導電率を0.85【S/m】と仮定し,フアントムを含む共振
器全体を 25mm の均等メ~ッシュに分割した.2つの励振
点をA (650,100,750)およびB (650,1300,750)
と仮定 し,1点の場合にはAのみに,2点の場合にはA,
Bの両方にパルス状のエネルギーを加え,時間応答を観測
し,時系列データからFFT処理により共振周波数を求め
た.観測点は直方体共振器の中心 (650,725,750)とし
た.得られた共振周波数はいずれの場合も55.6MH21であ
った.次に求めた共振周波数の電磁波を 1点または 2点
の励振点に加えて電磁エネルギー分布を求めた.2点を励
振する場合は位相を同相および逆相とし,振幅は同じとし
た.
3 解析結果
まず,励振点に同相,同振幅のエネルギーを加えたとき
のフアントム Ⅹ-Y中央断面の電磁エネルギー分布を図
2(a)に示す.また,逆相の場合を図2(b)に示す.これよ
り,逆相にした場合のみに,電磁エネルギーがフアントム
中心付近に集中することが分かる.なお,1点励振の結果
は紙面の都合上省くが,エネルギーはフアントム中心付近
に集中していない.
4 まとめ
直方体共振器内部に励振点を2点設定し,逆相のエネル
ギーたを加えた場合に,被加温体である均質フアントムの
中心付近に電磁エネルギーを集中させることが可能であ
った.今後は,人体を仮定した場合,すなわち筋肉の周囲
に脂肪層がある場合について検討する予定である.
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図 1 立体共振器のモデル
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図2 フアントムⅩ-Y中央断面におけるエネルギー分布
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